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はじめに

　フィンランドへ留学して、フィンランド人の多くは2つの暮ら
しを持っていると考えた。日常と休暇、言い換えると近代的な
暮らしと原始的な暮らしであり、その2つの暮らしの中心には
サウナがあると捉えた。フィンランドを代表する建築家アル
ヴァ・アアルト（1898~1976）は近代建築とサウナをどのように
融合させたのかに興味を持ち、本論の研究対象は、彼の建築
作品におけるサウナとした。既往研究では彼のサウナに特化
した研究は見つからなかった。この研究の目的は、彼のサウナ
の造形とその背景にある彼の伝統解釈との関連性を示し、近
代建築との調和のはかり方を明示するものである

フィンランドの地域性とサウナの歴史

　1155年にキリスト教が伝わるまで、フィンランドは自然崇拝
で「精」や「地の霊」の存在が信じられてきた。家を建てる時は
最初にサウナ小屋が建てられ、サウナと生活の空間は分けら
れていなかった。その後、サウナを中心に増築が繰り返され、
一室住居から多室住居へと変化し、サウナ小屋は独立した。
　サウナとは、フィンランドに古来から伝わる熱気浴のことを意

味し、世界中で使われている唯一のフィンランド語である。サウ
ナは2000年の歴史を持つというのが定説だが、考古学的研究
も含めるとその歴史は6000年前まで遡ると考えられている。サ
ウナの起源については、諸説あり、決定的な起源は明らかにさ
れていない。
　フィンラドでサウナは、出産、屍の洗体、病気の治療にも用い
られ、儀式的、精神的意味合いも強かった。人々はサウナで生
まれ、サウナから自然へと還っていき、過去と現在を結びつける
意味合いも含んでいた。また、門出にはサウナに入る習慣があ
り、これから始まることへ、心の準備をする空間でもあった。サ
ウナは精神的にも住居としても始まりを意味していたのである。
　アアルトの建築には、建築技術が乏しく建築家のいないセ
ルフビルドが主流だった時代、つまりサウナ小屋を中心に増
築された時代の木造民家の姿がある。その当時の家は、行き
当たりばったりの増築のようだが、生き物のように年々姿を変
えていった。アアルトの言葉を用いるならば建物は「成長」して
いたのだった。

アアルトの建築作品におけるサウナ

　アアルトは1920年代初めには古典主義に傾倒しており、
1920年代後半に機能主義へと移行した。しかし、完全に過去
や伝統を捨て去ることはしなかった。つまり、機能的に見える形
態は実際に機能的でありながらも、人間の身体の動きや感覚と
心理的な事柄を考えることにより生まれた形態であり、その形

態は、アアルトの記憶や根底に潜在的に眠る伝統の影響を自
然と受けていたのである。円形から派生した扇形モチーフは、
20年代後半から始まり彼の生涯のモチーフとなった。サウナに
おける扇形モチーフの変遷を見ると、初期から後期にかけて、
素材はコンクリートやレンガから、伝統的な丸太へと変化して
いった。中でも、一時期1940年代ごろはカレリア地方のサウナ
小屋を参照し、完全なる過去への回帰が見られる。そうして再
び、近代の技術を伝統に融合させることで、一見伝統的なサウ
ナ小屋に見えるが、そこにはアアルト独自の手法が用いられた
サウナ小屋となった。

結論

　アアルトが関心を抱き、取り入れた伝統建築とは、建築家
の存在しなかった時代、自然発生的に生まれたイタリアの山
岳集落や手仕事の跡が残る荒削りなフィンランドの農村建築
であったと考えられる。その建築は、その地域の気候や風土の
影響を受け発展した、固有の形態を有している。他の近代建
築家のように過去の伝統を否定することはなく、歴史は常に
彼の建築の根底にあった。そして機能主義を、自然、人間自身、
文化的伝統を含みながら拡大し、有機的建築に高めたのであ
る。
　アアルトの生涯のモチーフや理念が現れたのはサウナの設
計が大きく関わっている。アアルトは過去を、新しいものに進
化させられる可能性がある限りにおいて絶えず注目し、サウナ

は、彼が生涯用いた建築的手法の原点であったと考えられる。
　アアルトはサウナをいち早くフィンランドの文化的なものに
なり得ると考え、自国だけでなく、他国の伝統も、本質を見極
めた上で取り入れ、現代的な手法と調和させることでサウナを
独自の手法で昇華させた。

写真１） カレ邸のプールサイドに立つアアルト（左） Alvar Aalto Foundation/
“alvar aalto ARCHITET VOLUME20”/Vammalan Kirjapaino/p.183
写真２）  コエタロのサウナを楽しむアアルト（右）Marjo Holma & Päivi Lukkar-
inen/“Alvar Aallon arkkitehtuuria n:o 9”/Alvar Aalto museo, Jyväsky-
lä/2014/p.25
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持続可能な産業観光システムについての一考察

はじめに

　近年、多くの伝統的工芸品産業はライフスタイルの変化や
後継者不足などの問題を抱え衰退している。しかし、その中で
も現代のニーズに合わせた新商品の開発や産業観光（工場
見学、製作体験）という新しいサービス形態に着手し売上を
伸ばす産地も存在している。特に富山県は国指定の伝統的工
芸品が６つあり、２次産業の従事者数が全国１位と屈指のも
のづくり県で、産業観光施設に焦点を当てたガイドブックが多
数発行されるなど県内での産業観光の動きも非常に活発で
ある。産業観光には「地域の活性化」「企業の発展」「観光客へ
の教育効果」など様々な有効性がある反面、「課題対応の役
割分担が不十分」「持続性に乏しい」などの課題も抱えている。
よって小規模な事業所は人材不足などの問題から、継続的に
事業を実施できない、または事業実施に踏み出せていないの
が現状である。
　そこで本論文では先行研究の調査に加え産業観光の実証
実験を実施し、事業にかかわる３つの主体（参加者側、受け入
れ側、運営側）の果たすべき役割について究明し、持続可能な
産業観光システムの要素を明らかにすることを目的とする。

方法　

　産業観光についての先行研究を調査し、発展の歴史や定
義の分類、その有効性と課題についてまとめる。また富山県砺
波市の伝統的工芸材料「庄川挽物木地」産地で、工房見学と
職人指導のもと行う木皿の製作体験を含む産業観光事業を
実験的に実施した。その主な内容は工房見学と木皿の製作
体験である。そこで実際に筆者が運営側を担い、情報発信や
企画プログラムに関する打ち合わせなど事業開催までのプロ
セスや業務内容を具体的に明らかにしていく。加えて受け入
れ側となる職人へのヒアリングや、参加者へのアンケート結果
をもとに、３つの主体が果たすべき役割と持続可能な産業観
光システムの要素について究明していく。

結果と考察

　先行研究から整理した産業観光の有効性及び課題の整理、
実証実験で得られた結果から、３主体の最も重要な役割を以
下のように割り出した。まず参加者側は、学習意欲をもってプ
ログラムに参加することが求められる。また、受け入れ側は産
業の魅力向上・維持に努めるべきである。そして運営側は、参
加者側と受け入れ側が円滑にコミュニケーションできるプロ
グラムを考案し、２主体をつなぎ合わせることが必要となると
考えられる。
　これらの役割はそれぞれ相互に作用しあっており、図解す

ると（図1）のようになる。

　この相互作用の中で最も重視すべきものは、受け入れ側と
運営側間の理念共有であろう。これまでの結果を総合すると、
運営側は受け入れ側の負担に配慮しつつ情報発信などの業
務を担う必要があるため、その業務量・重要度は３主体の中
で最も高いことが判明した。
　また産業観光の持続性を高めるためには、数ある産業観光
の有効性の中でも教育的効果を最も重視すべきである。産業
観光を通して良質な学習の場を提供し参加者の産業・文化に
対する理解度を高めることは、リピーターや製品のファンを生

み出すことにもつながる。また、参加者側から商品への意見を
得られる貴重な場にもなりうる。
　つまり、３つの主体がそれぞれの役割を果たせば、産業観
光事業だけでなく産業自体にも好影響が生まれ自然に正の
サイクルが回り始めるのである。またそのためには運営側（企
画・コーディネーター）の役割が最も大きいものであることが
明らかになった。だが、今回の実証実験は小規模事業所で
行ったものであるため、大企業の場合はまた微妙に３主体の
役割も変わってくるものと思われるが、それは今後の課題とす
る。
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図１）３主体の持つ役割の相互関係
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